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鋳造用ヒドロナリウムに対するMn.Crの影響
Effect of Manganese and Chromium on Hidronarium
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5%Mgのヒドロナリウムは,

内 容 梗 概

JISにMg3.5～5.5%,MnO.8%以下と規定された耐蝕用アルミ合
金である｡

Mnの成分範囲の広いことおよび有効成分と思われる Crの規定がないので,JIS合金をより改善す

る目的で,Mnを0～1.0%,Crを0～0.3%と単独あるいほ組合せて添加し,その機械的性質および耐
蝕性に及ほす影響を調査した｡

Mnは0.4～1.0%,Crが0.2～0.3%共存した場合に,普通のヒドロの機械的性質(抗張力:24.6

kg/mm2,伸び27.1%)に対して,抗張力は4～6kg/mTn2上昇し,伸びは15～20%程度のものをえる

ことができ,耐蝕性は向上することがわかった｡

第1衷 使 用 地金 の 分析値

地 金 銘 柄
1.緒

ヒドロナリウム第1桂は,JISにMg

3.5～5.5%,Mn O.8%以下と規定された耐

蝕用アルミ合金である｡

Mnが0.8%以下と幅広く規定されてお

ることおよび有効成分と思われるCrにつ

いての規定がないので,今回は機械的性質

および耐蝕性の最もすぐれたものを求める

目的で,Mnを0～1.0%,Crを0～･0.3%

と組合せて 加し,その影響を調査した｡

分 析
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MnはFeが比較的多いとき耐蝕性の改善に効果があ

って,結晶粒の微細化および鋳造性の改善に役だってい

るといわれておるが,Crについては 純な報告が少な

い｡Crは加工用ヒドロナリウムにほ少量添加されて,耐

応力腐蝕およびCu,Feなどと共存した場合の耐蝕性の

劣化防止に効果あるともいわれておるが,鋳物用にMn

と共存した場合の報告が少ない､｡

さらに耐蝕試験については,･-一般には食塩水浸

法で行われておるが,今凹は同一試片を食塩水噴第式抗

力低下測定法および塩酸中における水 ガス発生量に

リウス試験を併用して,その比較関連性を求めて

2.実験の方法

2.1使用地金

第l表に地金の銘柄および分析値を示す｡

2.2 熔解法

コークスるつぼ炉で黒鉛るつぼを使用した｡熔解温度

ほ760～8000C,鋳込温度ほ7300Cとした｡脱ガスほ熔融

脱水したZnC120.1%で行い,キリングほ8～10分とし

た｡
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リ ウ ス試験装置

試片はJIS金鋳型5号iことり,金鋳型の予

2000Cとした｡噴寄

JIS4号に仕上げ,

処理は4300C

験およびひつぱり

ほ100～

の試片は,

リウス法は25¢×30L とした｡

10時間保持空冷とした｡

2.4 耐蝕試験

(1)食塩水噴霧 験: 置中にJIS4号ひつばり

片をガラス棒で吊り,5%食塩水を噴霧状にして,

10週間作用させて,抗張力の平均減少割合によって

耐蝕性を求めた｡
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(2) ミリウス試験

ガス発生量(cm3)/ノ /ヽフt二工二三

反応数(Rz)=帝酢i匝衰

時 間

HCl濃度

表 面 積

液 温

2.5 電気比抵抗測定法

10申×150Lの試験片で,

った｡

2.d 単極電位測定法

5%食塩水に対する単極

た｡

0.5時間

5.6%

4.92cⅡ12

23.50C

面積(cm2)

測定はポテンショメータによ

位を真空管電圧計で測定し

3.実験結果および薯察

(1)分析値:試験の分析債を弟2表に示す｡

試験片番号の1の位はCr,10の位はMnの目標成分

を示す｡

(2)機械的性質:弟3表および弟2図に4.75%

Mgヒドロナリウムに対するMnとCrの機械的性質

第2表 各試片 の分析値

～ミ

､

:抗張力(bg/mm2) :伸び(%)
第2図 MnおよびCrの添加量と機械的

性質

第40巻 第2号

及ぼす影 を示す｡

数値は各試番の3本の平均値を示す｡弟2図で実線ほ

抗張力,点線は延伸率の傾向を等高線で示した｡

Mnは0.4%以下の少量の添加で抗張力は大きくなり,

それ以上12%まではゆるやかに増加するが,伸びは低下

の傾向を示し特に0.8%以上になると急激に減少する｡

Crほ単独でも抗張力を増すが,Mnと共存した場合0.2

～0.3%添加されると著しい効果があるようである｡しか

し0.5%を越すとA17Crを析出して抗張力を低下し,耐

蝕性を悪くする｡Crは伸びの低下がMnより著しいよ

うである｡以上により Mnl.0%,CrO.2～0.3%のもの

は,抗張力28～30kg/皿m2,伸び15～20%のものを得

ることができる｡MnとCrの 加によって抗張力が向

上するのは,α国書容体の強化と結晶粒の微細化によると

考えられる｡

弟3図および弟4図に熱処理による機械的性質の変化

第3表 4.75%Mgヒドロナリウムに対する
Cr とMnの機械的性質に及ばす影響
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第3図 熱処理による抗張力の変化
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を示す｡抗張力ほほとんど

その効果を認められない

が,MnO.8′%の試番のみ

1.5′､､/3.01【g/mm2向上して

いる｡伸びは逆に熱処理す

ることによって減少してい

る｡これは 4.75%Mgに

Mn および Cr を少量

加しても,α組織になって

おり,熱処理による効果を

期待できないものと思われ

る｡
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第5図

(3)耐蝕試験:弟4表に食塩水噴寄試験低~F率と

リウス値を示す｡

弟5図にスプレイと リウスの関係を示す｡二,三の

例外はあるが大部分の試片は弟5図のようになって,十

分に関連性のあることが認められる｡異常値は検討をす

ると,淳入などの鋳物上の欠陥によったものでこの焼肉

に従うものと推察される｡

葬る図にミリウス値に及ぼすMnとCrの影響を示

す｡この場合も例外はあるが大体抗張力と同じような憤

向の関係を示し,高Mn,高Crがわずかに良い幌向を

示している｡これはMnとCrが 晶粒微細化の作用を

して,耐蝕性の向上に役だっているものと思われる｡

弟7図にミリウス値をこ及ぼす熱処理の影響を示すしつ熱

処理による耐蝕性の向上はあまり認められない｡

(4)単極電位:弟5表に単極電位の督時間ごとの

測定値を示す｡

弟8,9図に各 片の時間による傾向を示す｡大体2分

くらい変動があって,その後安竃しているが,これは表
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第4図 熱処理による延びの変化

スプレイ試験と リウス値の関係

面仕上を一様にしたはずであるが,完全でないためと思

われる｡各試片の間にほ大きな違いは認められないが,

これは各試片に異相がなく同じような組織であるためと

思われる｡

策10図にMnと Crの単極電位に及ぼす影響を示

す｡Mnが0.6%まではわずか増加の憤向を示すが,

0.8～1.0%でほ減少している｡Crはあまり変化を与え

第4表 食塩水噴霧試験低下率と リウス値
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の影響

リウス値に及ばすMn,Cr
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第7図 リウス値に及ばす熱処理の影響

ないようである｡

(5)電気抵抗値:4.75%Mgのヒドロナリウムの

場合電気抵抗は,MnおよびCrの添加によって整然と

増加しており,Mnl.0%,Cr O.3%以下では異相の析

出がないことがわかる｡その儀向を帯1】図に示す｡

(6)腐微鏡組織:4.75%MgのAl合金にMnを

0～1.0%,Crを0～0.3%添加した顕微鏡組織のうち,

試♯00および試#103を第12図に示す｡組織は電解

研磨, 解腐蝕によった100倍のものである｡α固溶体

の境界にβが析出しておるもので,MnおよびCrほ結

晶粒の微細化に効果あることがわかる｡

4.緒 言

5%Mgのヒドロナリウムに,Mnを1.0%以下,Cr

を0･.3%以下の範囲で添加することによって,次のよう

第5表 単 極

､ノ/♂

第40巻 第2号

g

日寺 闇 (恥/7)

第8図 各試片単極電位の時間による傾向

な効果があることがまっかった｡

(1)抗張力は単体あるいは共存した場合でも大体比

例的に向上し,伸びはわずかに減少する｡Crは特

にMnO.4%以上のときに効果が著しい｡

(2)耐蝕性ほ食塩水に対して,抗張力と同じような

電 位
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傾向で向上する｡

(3)4300ClO時間の熱処理では,機械的性質および

耐蝕性にあまり効果ほないが,Mnが0.8%程度で

少量のCrを含んだものは,効果が著しく認められ

る｡

(4)単極電位はあまり変化が認められない｡
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第9図 各試片単極電位の時間による傾向

(A)試‡00 ×100

(5) 気抵抗ほMnとCrの量に比例して多くな

る｡

(6)結晶粒ほ微細化する｡
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第10図 MnおよびCrの単極電位に

及ばす影響
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第11図 4.75%Mgヒドロナリウムの電気

抵抗に対するMn,Crの影響

(B)試♯103

第12図 顕微鏡組織の 一例
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